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==================================================================

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
 
 ◇ 報告「21世紀ものづくり科学のあり方について」の公表 （ご報告）
 ◇ 「第８回産学官連携サミット」開催のご案内

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■----------------------------------------------------------------- 
　報告「21世紀ものづくり科学のあり方について」の公表 （ご報告） 
------------------------------------------------------------------■

　機械工学委員会　生産科学分科会は報告「21世紀ものづくり科学のあり
方について」を公表いたしました。

　低炭素社会を実現し、地球温暖化を抑止するための施策のひとつとして、
量産化時代の「もの」の生産・使用のあり方の見直しが必要であり、その
ためには、「ものづくり科学」を体系化し、対応する研究組織を確立し、
我が国ものづくり競争力基盤を育成する必要があることから、以下の三点
について報告いたしました。

　（１）「ものづくり」という用語の定義を検討
　（２）ものづくりの新しい付加価値とものづくり科学のあり方を検討
　（３）ものづくり研究組織の統合化と予算のあり方を検討

　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html

【お問い合わせ先】 
　日本学術会議事務局参事官（審議第二担当）渡辺　泰司
　Tel：03-3403-1056  Fax：03-3403-1640 

■----------------------------------------------------------------- 
　「第８回産学官連携サミット」開催のご案内
------------------------------------------------------------------■ 

　内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、日本経済団体連合会、日本
学術会議の主催により、第８回産学官連携サミットが開催されます。
　本「産学官連携サミット」は、産学官連携の推進を担うトップが一堂に
会する機会を定期的に設け、直接に対話・交流いただき、その結果を政策
へ反映するとともに、大学や企業の活動に具体的に生かしていくことを目
的とした会議です。
　日本学術会議からは、金澤一郎会長が出席して主催者挨拶をする予定で
す。
　なお、旅費等は支給されませんので、ご注意ください。

　◆日　時：11月10日（月）　シンポジウム  13:00～17:45
　　　　　　　　　　　　　  交流会        18:00～19:30　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◆場　所：ホテルオークラ（東京都港区虎ノ門2-10-4）　
　◆参加者：産学官のトップ（全体で約800人）

　会議の詳細、参加申込等につきましては、第８回産学官連携サミットの
ホームページを御覧ください。
　http://www.dori.jp/summit8/

 注）幹事会のメンバーの方には、既に個別にメールにて御案内済みです。

【お問い合わせ先】
　日本学術会議事務局企画課総括係
　Tel：03-3403-1250　Fax：03-3403-1260　E-mail：p221@scj.go.jp

********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-09.html
********************************************************************

====================================================================　
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
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